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エラスムス著『子イ共たちに良習と文学とを惜しみなく教えることを出生から
すぐに行なうということについての主張』 （翻訳.I) (I) 
ロッテルダムのデジデリウス・エラスムスによる【爵捐尺：ヰI 坊t 進i】
クリープ公国、ユリアセン公国、モンテン公
国、マルティン・ラベンスプルグ諸国の指導者
であられ、最も秀抜であらせられます、グリエ
ルモ王子様へ、ロッテルダムのデジデリウス・
エラスムスからご挨拶を申し上げます。
最も教養のある男である、コンラデュース・
ヘレスバティウース (2)は、貴方様の王国で最
も有益な者ですが、彼はまだ貴方様が未だ幼き
子供の頃に貴方様のご教育係でありました。貴
方様が天性の博識をお持ちになられ、また等し
と思われることの主題を私が見つけ出せずにい
たからでした。確かに、ヘレスバティウースが
考えている枠組で私が取り組んでいたのでは、
どのようなものを献納しても、ヘレスバティ
ゥースは満足することがないということは目に
見えております。彼の要求に応えられないので、
とうとう自分が行なった約束を私は恥ずかしく
思いはじめておりました。よく知られているこ
となのですが、債権者に対して並外れて大きな
負債を抱えてしまって、支払不能である、でた
く、生まれもっての敬虔さをもお持ちになって らめで抜け目のない債務者は、細々とした小さ
おられる王子様であらせられることを、彼はし な贈物で債権者を懐柔しようとします。だから、
ばしば私への手紙の中で言及しておりました。 支払を忍耐して延期することです。それは、支
また、もしも貴方様と何力月か親しく御一緒さ 払う気持ちが全くないという場合ではなくて、
せて戴けても、私などには彼のようには深く貴 債務者が契約したことに対して返す支払の能力
方様を知ることができないでしょう。このよう がないという限りにおいて延期するべきだとい
に、貴方様に対してのヘレスバティウースの愛． うことです。イタリアに私が滞在していました
情に関して特別なものを感じたのですが、彼の 間に、私は『事物に優る言葉の豊かさについ
手紙には全ての行に貴方様への愛情がにじみ出 て』 (3)を素描する仕事をしておりました。そ
て溢れていました。ヘレスバティウースは、と のことについての例となるものを添え付けて、
ても忍耐づよく論議を重ねて、私が何らかの文 冗長な文章の形から書きはじめ、そしてそれか
学上の著作を通じて、貴方様が遠くへと邁進し
ておられる精力的で光栄ある道程に、言うなれ
ば、拍車をかけることを私に要請しました。ま
た、彼は貴方様の豊かなる例を刺激と致しまし
て、他の高貴な若者たちを競って秀でたものに
形づくることを私に要請しました。その申し出
を気持ち良く引き受けて、立ちすくむことはあ
りませんでした。むしろ、私はその申し出を引
き受けることを特別の恩恵として感じました。
何年間かの間、この仕事を延期していた本当の
理由は、ただ単に、貴方様の偉大さに相応しい
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ら、それを十分なものにするように熟考してお
りました。それから、ローマで、ある人にその
原稿を清書してもらうために手渡したのですが、
私の所に戻って来た時にはその原稿は一部分で
しかありませんでした。もとの原稿の半分にも
達しないほどでした。また、手もとに残った部
分は、私には役立つものではありませんでした。
その後、学術上の友人がそれを書き上げること
を私に繰り返し求めたので、私はその研究に対
して刺激されてしまい、もはや熱意を失ってし
まったかのようであったのですが、．骨折ってそ
の研究を仕上げることになりました。つまり、 行ない続けておられるのですが、その中におき
私の心は激しく抵抗をしていたのですが、それ まして、貴方様のその学識や財産や地位がさら
にも拘らずその研究に駆り立てられたのでした。 にもっと栄光あるものになるようにと、貴方様
その研究をいくつかに区分して思索し、あたか を高きところへと導くヘレスバティウースの最
も何本かの柱があるかのように全体の議論を区 良の教授に包まれているのです。もしもこの著
分した形で提示して思索していたのですが、そ
の思索の後に新たに仕上げて、もとのひとつの
主題に修復しました。桜の実のようなささやか
作が新しいものでなかったり、またすべて私自
身が書いたものではないのであるなら、私は貴
方様にこの小さな著作を勧める努力はしないで
な小さな贈物として、この論説をお考え下さい。 しょう。また、その上に、それは種々様々なこ
私は二つの論文に取り組んでおりますが m、 とを手短に適切にまとめ上げた著作であり、そ
それはまだ印刷されてはおりません。これらの こで述べられていることは王侯であられる御方
論文をも、貧しき者の庭になる、ほんの二つの のみに特別に適したことなのです。ひとつだけ
シドニア・マルメロの実としてお考え下さい。
私はこのような田舎風の小さな贈物を捧げてい
るのではありません。高貴な若き王子様、それ
は私達の約束を速やかに履行することであり、
自発的に契約したことを行なっているのです。
また、負債をしていることを債務者が債権者に
対して時々は感謝して告げるのでありましたな
らば、人情味のある債権者は債務者に対して控
訴を行なわないのが慣例となっております。負
債を負っているということを認めたがらない債
務者は債権者に毒を投じようと準備している、
というように見えるものです。しかし、ヘレス
バティウースによれば、私は訴訟され、契約の
結果として法廷に呼び出されることになる、と
いうことです。しかし、むしろそのようにはな
らずに、私は負債を債権者に支払うことについ
ては自分独自のやり方で公正に支払に応じるこ
とができると思っているのです。このように、
確かに、ヘレスバティウースは貴方様を熱心に
敬愛しており、貴方様の幸福、名誉、地位に好
意を持っているのです。もしも何らかの事態が
生じましたら、ヘレスバティウースはその事態
に対処するために生まれ持っているものを慎み
深く捨て去ることもできるでしょう。最も誉れ
高き王子様、貴方様は御自身の栄誉ある闘争を
例を上げてみますと、聖アウグスティヌス (5)
から多くのことが引用されております。聖アウ
グスティヌスは聖歌について幾度か非常に短い
概説を行なっており、豊富に題材を取り上げて
豊かな言葉で論及しております。要するに、こ
こに記述いたしましたことは王侯であられる御
方の御子息に特に適したものであり、またその
ような御子息には惜しみなく教えるということ
以外の他の方法は適してはいないのです。もち
ろん、できるだけ多くの人に適切なる教授が与
えられるべきです。御壮健で、ごきげんよろし
く。プレイスガウのフレイプルグにて、 1529年
7月1日。
子供たちに良習と文学とを惜しみなく教
えることを出生からすぐに行なうこと、
ということについての主張を主題として
集約した草案
もし、貴方様が私の述べますことをお聞き入
れになるなら、というよりもクリッシピュース
m のような最もオ知ある哲学者の述べること
をお聞き入れになるのでしたらと言う方が良い
のでしょうが、貴方様は直ちに貴方様の幼少の
御子息に善き文学の教授を修業させることにな
るでしょう。その教授を、生まれもっての心配
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とか悪徳とかに対して未だ束縛を受けていない とはごく僅かな意義しか有していないのだ、と
時期に、柔軟でしかも従順な年齢の時期に、ま 人は言うかも知れません。しかしながら、成し
た誰に対しても随従し従順な精神である時期に 遂げられることは非常に重要で不可欠なことな
行なうのです。その時期には最もしっかりと摂 のです。それを、何の理由をもって些細なこと
取されるのです。確かに、われわれは歳をとれ として悔るのでしょうか m。さらに、いかに
ば若い時と同じようには覚えることができなく 些細なことではあっても子供が学ぶことには何
なるのですが、若い未熟な時期においてはその らかの得るものがあるのですが、それにも拘ら
ようなことを吸収することはできるのです。 ず、何の理由をもって子供の勉学をなおざりに
幼少期の子供は教えられることに対して感受 するのでしょうか。また、幼少期の子供がごく
力がないとか、学ぶという辛さに対して耐え忍 僅かなことでも度々学ぶことをし続けて行きま
ぶことができないなどということを度々言って すと大きな成果を生むことになりますので (61ヽ
貴方様を説得する人は真実を言っているのでは 子供が学ぶことを決して嫌うべきではありませ
ありません。まず第一に、文学に関して基盤と ん。幼少期の子供が基礎的なことを学んで、思
なるものは、主として記憶力ということにあり
ます (2)。そして、幼少期の子供は、私が先に
述べましたように、覚える力は最も強いものな
のです。次に、自然はわれわれに認識する力を
生じさせているのですから、早過ぎて物事を学
ぶことができないということは有り得ないこと
ですし、また母なる自然はわれわれにそのよう
春期になると、その人間はその時点でさらに卓
越したことを学ぶことができるのです。思春期
になってから学びはじめることになりますと、
そのような人間は初歩的なことを学びとるとい
うことでしかありません。最後に、学ぶことの
うちに過ごすのであるなら、少なくともその子
供は子供の時期に一般的にはびこっているもの
な種子を植え込んでいるのです。成人した者が としてわれわれが見なしているそれらの悪徳
知識を獲得するために必要としているものを、 m から身を守るということになるでしょう。
幼少の時期に独得の自然の傾向によって子供は というのは、勉学というものは全ての人間の精
熱心に自ら進んで、ある時は容易に、またある 神を引き付ける善き事であるのです。この点に
時は苦もなくしっかりと習得します。その必要 おいて、確かに、このような益することを軽視
なものとは、例えば、文学の基礎的なことや言 するべきではありません。他方、この勉学の辛
語の熟達や散文や寓話的作詩法のようなことで
す。最後に、教訓的なことを学ぶことに対して
苦によって身体的壮健さ (8)を犠牲にして損な
うかも知れません。しかし、私はこう考えるの
既に適した子供にとって、何の理由をもって文 です。つまり、この難点は、勉学による想念か
学を不適切なものだと判断するのでしょうか ら引き出された益するものによって、充分に償
(3)。さらにまた、子供に喋ることができるカ
が既に身に付いて来たならば、他に何を子供に
行なわせるべきでしょうか。というのは、子供
は必然的に何かを行なってしまうものであるか
らですぃ。つまらないことで浪費をしてしま
うよりも、文学で楽しむ年頃を役立てるべきで
はないでしょうか。幼少期に成し遂げられるこ
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われるものなのです。どうしてかと言いますと、
適度の勉学の辛苦 I9)は精神に活気をもたらす
ことになるからです。また、もし何らかの危険
性があれば、われわれが注意深く見守ることに
よって、その危険性を避けることができます。
幼い子供には、苛酷な扱いによって子供を怯え
させるような教師ではなく、優しい扱いによっ
て子供を魅惑して引き付ける教師をあてがうべ 方法によって将来を予告することができるので、
きです (IO)。さらに、快さの状態の中で子供は そのような御子息は完全な高潔さがお約束され
知識を獲得するのですし、またそのような状態 ていると言えるのです。それ故に、大きな期待
は子供の想念とほぼ同一のものだと言えるので を背負われておられます貴方様の御子息に、分
す。つまり、子供は勉学の辛苦よりもむしろ遊 別がつくほどに成長するとすぐに、善き文学の
戯の中で学ぶのです (II)。しかしながら、子供 基礎を修業させて、それから最も高貴な教養を
の時代においてはそれほどには弱くないですし、 教えて、また哲学の有益な教訓を学ばせるとい
というよりもそのような勉学の辛苦に耐える力 うことが貴方様の御意志でありましょう。当然
が子供にはあると言った方が良いのですが、子
供は勉学の辛苦を感じることがないのです。そ
れ故に、考えておかねばならないことがいくつ
かあるのです。つまり、それらのこととは、文
学を学ばぬ者は人間 (I2)という名に値しないと
のこととして、全ての意味合いにおいて父親で
あり (I4)、また貴方様の御子息にも貴方様の真
の御子息になって欲しい、と貴方様はお思いの
ことでしょう。つまり、身体的な特長や顔付き
が似ているだけでなく、また貴方様の優れたオ
いうこと、人間の一生は急ぎ去るものだ (I3)と 能においても似ている御子息になって欲しいと
いうこと、思春期にはたやすく悪にはまり込み 貴方様はお思いのことでしょう。私は、私の親
やすいということ、青年期には多忙であるとい 愛なる友人の並外れた幸福を心から祝福を致し
うこと、老年期は、老年期に達する人はごく少 ておりますし、またそれにもまして貴方様の優
数しかいないのですが、不毛であるということ
です。そうすれば、自分の子供を、放置したま
まにせずに、世話をするようになるでしょう。
そのためには、例えば、子供を教養が全くない
ままの状態から抜け出させて、幾分かは獲得で
きる状態へと、残りの人生を生まれ変わらせる
れた洞察に基づく計画を大いに称えています。
私は貴方様にひとつの助言を大胆に、しかし
好ましく、告げようと思います。広く知られて
いる見解やよく行なわれているやり方に従って
はなりません。また、あらゆる可能な教授をす
ることなく、貴方様の御子息の御幼少の時期を
ようにするべきでしょう。つまり、それは、子 消失させるままにしておいてはいけません。そ
供の人生の全てに重要で優れたものを与えて、 の時期は、ちょうど文学の基礎に導いて教える
悪徳から子供を保護する、ということなのです。 時期であり、さらに少しだけ従順な時期であり、
充分に展開された議論
長い間、貴方様は奥方様が御子様に恵まれる
ことがないと諦めておられましたが、この度、
貴方様が父親になられて特別に雄々しい御子息
また悪徳の性質の方に傾きやすい時期でもあり、
また恐らくは悪徳の刺が繁殖して完全に絡み付
く時期でもあるのです。そうはさせずに、潔癖
で快活な性格を持ち、また決して人並みではな
い学識とを備えた人を今から探し出すぺきで
に恵まれたことを私は拝聴いたしました。貴方 しょう (15)。そのような人間は、貴方様の御子
様の御子息は驚くべき雄々しさを持っておられ 息の柔軟な精神に滋養を胸から伝えるのです。
るのですが、それは親御様の才能を引き継いで その滋養は文学という甘美な飲料です。それは
おられるが故にであるということは明白なこと 直接的に乳を吸い込むことと同じようなことな
だと言えるでしょう。また、このような才能が のです。貴方様の御子息の世話は、養育係と教
あるということを示す注目すべき目印に基づく 師との間で等しく分けられるべきでしょう。前
-54-
者は身体面に最適の刺激を与えることを引き受
けますし、後者は教養を習熟させて有益な見識
と最上の高貴さとを持つ精神をつくることを引
き受けることになります。
識者中の識者であり、最も深い洞察力を備え
られました貴方様が、女性 (I6)や顎髭をたくわ
えた女性のような男たちの言うことを信じたり
従ったりしてはいけないと私は思います。その
ような人々は、ある意味での残酷さと同情とを
持つ人々であり、好意を持った敵なのです。そ
のような人々は、御子息が年頃になるまでお母
さまに大事に扱われ、養育係によって甘やかさ
れて、貞潔に欠けた女中や奉公人たちの遊び戯
れに関心を持たせることを容認し、また毒薬で
あるかのように文学から徹底的に防ぎ守るので
す。そして、このような幼い時期にはまだ子供
は未熟であるので教えることはまだ適してはい
ないとか、柔弱すぎて勉強の辛苦には適してい
ないと、そのような人々は度々強調するのです
(17)。要するに、この時期の子供の勉学の進歩
は僅かな意義しか有してはいないとか、その高
額の費用や無力な子供への虐待 (I8)は好ましく
はないと、そのような人々は言うのです。今か
ら、私はそれらの一つずつを論駁したいと思い
ます。だから、しばらくの間は、貴方様の精神
を私の言うことに振り向けるように御注意して
下さることをお願い申し上げます。そして、私
がここで述べますことは、貴方様を敬愛してお
ります人々の中でも最も敬愛いたしております
人間によって書き表されるものであり、貴方様
がそれ以上には関心を持つことがないものにつ
いてであると (I9.)、お分り下さい。特に、たっ
た一人の御子様でしたら、貴方様には御子息よ
りも高価なものが他にはおありでしょうか。ゎ
れわれの全ての財産どころか、もしも可能であ
るならば、われわれの命でさえも熱愛して注ぎ
込むものが他にはあるでしょうか。それ故に、
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それとは逆に、畑を耕し、建物を築き上げ、馬
を育てることに最大の苦心を払う人は、またこ
ういう事の利益に逢かに洞察力があり精通した
人々に相談する人は、転倒しているように思わ
れます。つまり、全てのものを獲得することを
楽しみに思うばかりで、子供の教育や形成を全
く考置しない人なのです。自分自身の心で考量
することができないし、考え深い人に意見を聞
くだけであって、それは戯れごとを行なうこと
と同じようなことであり、愚かな女や下層民の
お気に入りの低俗な連中に耳を貸すことなので
す。靴にばかり気を配り過ぎて足自体を軽んず
ることは不適切なことであるし 120)、熱心に衣
服のことばかりに気を配り過ぎて身体の健康を
心配しないということは悪しきことなのです。
貴方様のような優れた人を、私はありふれた
ことで、つまり自然の力とか、愛とか神の法と
か、愛児に対してその親が負っている人間の法、
その愛児を通して死すべき運命から逃げて不滅
に達することを可能にできるのですが、という
ことでお引き止めするつもりはありません。し
かし、出産ということだけで親としての義務を
立派に果たしたと思う人がおられるのですが、
それは愛の最小の部分でしかすぎないものであ
り、父親の家名にとって必要であることなので
す。真の父親になるためには、貴方様は御子息
の全てに関心を持たねばならず、貴方様の第一
の優先すべき関心事とは、人間が家畜よりも卓
越している部分であり 121)、御子息を神の似姿
に最も近付けるようにすることなのです 122) 0 
母親というものは、概して、自分の子供が斜視
とかやぶにらみにならないようにとか、垂れ下
がった頬にならないようにとか、首の部分が曲
がらないようにとか、肩甲骨が突き出さないよ
うにとか、すねの骨が曲がらないようにとか、
脚が曲がったりしないようにとか、そして身体
全体が完全な均整と調和とを保ち続けるように
と、しっかりと配慮をするものです。そして、 いでしょうか。また、不滅の魂を全く考慮せず
そのようにするために、帯で締めたり、巻き頭 に、死すべき運命の身体を役立てることをごく
布で頬を巻いたりすることがよく行なわれるの 自然のように配慮をすることはさらに不適切な
です。また、そのようなことをしつつ、母親は、 ことをしているのではないでしょうか (26)。良
子供が乳を飲み、食べ物を食べ、湯浴みをし、 い天性をみせるような馬の子や犬の子が家で生
運動をすることに注意を払います。恵み深い健 まれたなら、われわれはすぐにそのような動物
康を子供に獲得させようとすることが、多くの の子に習慣の訓練を仕込むようにはならないで
医学的な著作によって、またガレヌス (2ぃのよ しょうか。そのような動物の子は仕込む側の人
うな人によりましても、説かれています。母親 の意向に大変によく従うので、当然の成り行き
は七歳あるいは十歳までこのような注意を払う
ことを延期してはなりません。そのように延期
はせずに、潜伏している子宮の中から取り出さ
れるとすぐに、このような注意が子供に払われ
として幼い時期の動物の子は仕込む側の人の意
志を実現することとなります。若いオウムは人
間の言葉を真似ることを教えることができるの
ですが、成長期になってしまったオウムは教え
るぺきなのです。このような母親は正しいこと にくいということがよく知られております。ま
をしているのです。無頓着なままに育てられる た、思い出してみますと、このことについて一
子供は病的で不幸な老年を迎えがちとなるので 般的に知られている格言があります。 「老いた
すが、でもそれは老年に達することができたな オウムは鞭を軽んずる」。しかし、何故に、鳥
らばということなのです。そしてまた、まだ子 はこのような配慮を受けるのに、人間の子供は
供を出産していない母親も、やはり用心深い配 配慮を受けずに時を無為に過ごすのでしょうか。
慮を行ないます。妊娠期間中には好きな食べ物 農民は無為なままに時を過ごすでしょうか。農
を食べなかったり、身体に災いをもたらすよう 民は、木が固まって堅くなるまでじっと待つだ
になる運動を警戒します。そしてまた、偶然に けで、木の野生の本性があらわになる前のまだ
母親の顔に何かが生じたなら、その母親はそれ 柔らかい若木の時にすぐに接ぎ木を行なうこと
を手でもぎ取って自分の身体の人目に触れない
部分に付けます。これは多くの証拠によって明
らかとなっている治療法なのですが、それは将
来には目立つようになるであろう身体の部分の
醜悪さを人目に触れない部分に隠しておくこと
なのです (24) o 
人間のより低い水準の部分 (25)に施す世話の
ことを時期尚早なことであるとは、誰も言わな
いでしょう。われわれは人間の名において特有
の運命の価値を持っているという責任を、そん
なに多くの年月の間、何故に無視するのでしょ
うか。無頓着なままに整髪もせずに、また不潔
な頭髪のままでいるのに、フェルト帽で飾り立
てている人は不適切なことをしているのではな
を学んではいないのでしょうか。木が曲がった
ままで育たないように、また他のどのような欠
点をも負わないように、農民は注意深く見守る
ものです。しかし、実際にその木が曲がるよう
になってしまったなら、その木がまだ曲げやす
くまた手で矯正をすることができる間は、その
曲がった所を農民は素早く矯正するでしょう。
もしもわれわれの働きかけが自然に合致しない
ものであれば、どのような動物であれ植物であ
ろうとも地主や農民の要求や利益に合うことと
なるでしょうか。時を得た働きかけであれば、
結果は豊かなるものとなるのです。
確かに、獣という被造物は彼等に特有の機能
を保持する手段を、全てのものの母である自然
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から与えられています。ところが、神様の摂理
におきましては、全ての被造物の中で人間にだ
けに理性の力が授けられており、そして足りな
い部分を補うために教授と・いうものが人間には
あるのです (27)。確かに、そのことは最も正し
く書き表すこともできるのであり、第一段階か
ら中頃を通って第三段階までの、人間の根源的
な完全なる幸福は正しい教授と正当な教育にあ
ると言えるのです。デモステネス (28)は、その
短言で、正しい発音について言及しており、も
ちろんそれは間違ったことではありません。し
かし、正しい教育というものは、雄弁になるた
めの発音を教えるということよりも、英知に向
かって人間が動いて行く力を豊かにさせるもの
を保有しているのです。また、入念で良心的な
教育は全ての徳の源泉でもあるのです。それに
対して、教授が退廃的で無頓着なものであるな
ら、一歩、二歩、三歩というように愚鈍さや悪
ことや蜜を集めることや蜂蜜を作ることを教え
られているわけではありません。蟻は、冬を生
き長らえるために、穴に夏の間中に食物を集め
ることを教えられているのではありません。し
かし、全ての蟻は自然の本性に導かれてそのよ
うに駆り立てられているのです。それに対して、
人間はあらかじめ仕込まれていなければ、食べ
ることができないし、歩けないし、話をしたり
することができないのです。ご存じのように、
接ぎ木の世話をしない樹木は何の果実もつくら
ないし、あるいはおいしくない果実をつけたり
するのです。犬は狩りの役に立たないように成
長するでしょうか。馬は騎手が乗りこなすのに
は不適切なものでしょうか。牛は耕作するのに
不向きでしょうか。われわれが勤勉にそれらに
対して向かわなければ、それらの被造物はその
ようになってしまうのではないでしょうか。入
念にそして良い時期に教え込むことを行なわな
しきものの方へと向かってしまうのです。つま ければ、人間は無用の被造物になってしまうの
り、正しい教育とは、特にわれわれ人間に残さ ではないでしょうか。
れているものなのです。全く同様に、このこと ここでリュクルゴス (29)のよく口遊まれた話
が他の生き物にその本性が授けられている理由＇ を貴方様に思い出して戴く必要はないのですが、
なのです。他の生き物はすばしこく動き、飛び、 その話では次のような有り様が語られているの
鋭い眼や体の大きさや力強さを持ち、鱗状とか です。ある一匹の犬は優れた血筋であるのです
毛むくじゃらとか毛深いとか甲羅とかであった
り、角や爪や毒を持っていたりします。そして、
それらによって、彼等は自分たちの安全を守る
ことができるし、また食物を調達したり、子供
を養育することができるのです。人間だけが弱
く、裸で、無防備に造られているのです。しか
し、そのような全ての属性の代わりに、人間は
教授に向いた精神を与えられているのです。教
えられることがあれば、人間は全ての他の被造
物のなかのうちで唯一の存在となるものなので
す。動物は教えることはあまり適してはいない
のですが、それでも動物はより多くの生まれな
がらの英知を持っています。蜜蜂は巣穴を作る
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が、悪しき様に育て上げられました。その犬は
食べ物をすぐに食べました。もう一匹の犬は、
だらしのない親犬の子でしたが、しっかりと訓
練されて育て上げられました。この犬は、食べ
物をじっと待って、獲物に飛びかかって行くの
です。この話は、生まれつきのものが働いてい
るにせよ、教え込むことはそのような生まれつ
きのものを打ち負かすということを示していま
す (30)。狩猟に役立つ犬を持とうとしたり、旅
行のための力強い馬を持とうとする人々は、注
意深い配慮をします。また、そのような人々は、
時期尚早に注意深い配慮をしているとは誰も
思ってはおりません。というのに、親の誉れや
利益となり、家内の財産の世話の責任を任せる ような父親は全ての誉めるべき行動の根底にあ
ことのできる御子息を持つためには（そのよう る節制の精神をなおざりにしているのです。付
に注意深い配慮を払う人の愛情は後に重荷を背 け加えて言及する必要はないのですが、財産や
負う時期 (3ぃになった時に慰めや心の支えをも 地位や権威や恵み深い健康でさえも、また子供
たらすことになるのですが）、また家族の信頼 を心配する人が行なう誓約も同じことなのです
すべき保護者となり、妻と良き夫婦関係を持ち、 が、人間には正直さと博識ということよりも以
国家に役立つ勇ましい有用な市民となる御子息 上に価値のあるものはありません (33)。親は自
を持っためには、御子息に僅かな配慮をするだ 分の子供が狩りの獲物を得ることを望むのです
けで良いのでしょうか、また御子息に遅すぎた
配慮をすること (32)で良いのでしょうか。何故
に、人は種を蒔くのでしょうか。何故に、人は
耕すのでしょうか。何故に、人は建設を行なう
のでしょうか。何故に、人は陸や海で富を獲よ
うとするのでしょうか。人は子供たちのために
行なうのではないでしょうか。そのような利益
や優美さを持つということは、所有しているそ
れらの全てのことを知らなくして、一体何にな
るというのでしょうか。確かに、人が財産を獲
得することに過度の熱意を示すことになると、
財を成した所有者は誰のことも配慮しなくなる
が、狩りをするための槍を与えはしませんd完
全に最も卓越しているものを自分の子供に与え
ることはできないのですが、最も善きものを獲
得するのに必要な道具を子供に備えさせること
はできるのです。著しく不調和になることがあ
ります。それは、注意深く教え込んだ番犬を飼
いながらも、また丹精込めて世話をし調教して
育て上げた馬を飼いながらも、その一方で誉め
賛えるべき道徳的教授や知的教授を欠いた子供
を持つということが不調和である、と言うこと
です。立派に耕作された耕地を保有するのです
が、不面目で粗野な子供を持つことがあります。
ものです。音楽を知らない者に、誰が琴を買い 全く素晴らしい装飾を備えて称賛される家を保
与えるでしょうか。全く文学を知らない者に、 有するのですが、全く真実の誉れを欠いた子供
誰が書斎を提供するでしょうか。また、全く分 を持つことがあります。
別を働かせることを示さない人に、沢山の財産
が与えられるでしょうか。もしも貴方様が正し
く教育を受けた者にご援助をなさるのであるの
なら、貴方様はその者に善きことをなすための
道具を与えたことになります。しかし、もしも
そのようなこととは他のことですが、優れて
賢明であると思われて、一般に広がっている見
解の側に立つ人々のことに話を移そうと思いま
す。その見解とは、教えるという配慮は教えに
くい年齢を過ぎるまで延期されるべきであると
貴方様が野蛮で洗練されていない性質を持った か、あるいは全く教えるという配慮を行なわな
者にご援助をなさるのであるならば、貴方様は いというものです。そのような人々は、偶然の
その者にふしだらさや悪徳の源を与えたことに 外的な財産に異常な心配をしているのであり、
なるのではないでしょうか。このようなことが また全ての彼等の所有するものを譲り渡す子供
父親によってなされるということは錯乱を意味 が産まれる以前にもそのような心配をしていた
できることではないでしょうか。そのような父 のです。そのような親であればあらゆる用心を
親は自分の子供が身体に損傷を受けないように するようには思われないでしょうか。妻の子宮
配慮をするので、子供の日常生活の行動には快 がまだはらんだ状態である時に占星術師を呼び
さを与えることになるでしょう。しかし、その 寄せて、父母はまだ産まれていないその子供が
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男であるのか女であるのかを尋ねるでしょう。
その子供の運命を尋ねるのです。占星術師は占
星によって「その子供は戦争において大成功を
収めます」と言うかも知れません。親たちは
よく言われていることですが、粗野で粗雑な奴
隷を買い取ることを考えてみて下さい。もしも
その奴隷が洗練されていなければ、買い取った
人はその奴隷に適した業務を割り当てることに
「王法院の裁判官に子供を捧げたいのだが」と 注意を払うでしょうし、あるいは料理とか治療
尋ねます。また、 「教会の高い地位がお約束さ 法とか農作業とか家計のつけ方とかの知識をそ
れています」と占星術師は言うかも知れません。 の奴隷に速やかに教えることにも注意を払うで
「どこかの司教か、堂々とした大修道院長にな しょう。でも、そういう御方の子供は生まれた
りますか」と親たちは尋ねます。あるいは、 時からすぐになおざりにされてしまうかのよう
「司教座聖堂主席司祭か、司祭長になります になっています。 「生きるために必要なもの」
か」と親たちは尋ねます。このような配慮が、 と言われるのですが、正しく生きるために必要
つまりまだ出生そのものよりも先立って行なう な正義を持っていないのです。富めば富むほど
配慮が、時期尚早ではないというのでしたら、 ますます子供の教育に気を使わなくなる、と一
生まれた子供の精神を形づくることは時期尚早 般には言われております。 「子供が哲学を学ぶ
であるのでしょうか。軍隊の指揮官や官職の地 必要があるのでしょうか」とか、 「哲学を学ぶ
位を子供が獲得することについての配慮をこれ 必要は充分にある」と言われております。無論
ほどまでに急かしたように行なうのに、それと
同時に、国家に有用な指揮官や官戦とかに子供
が成るための配慮を行なうことがないのです。
前もって御子息が司教とか大修道院長になるこ
とを企てているのに、司教や大修道院長の職を
全うすることに適した形づくりを行なっていな
いのではありませんか。それは、馬車の操作の
方法を教えないで、馬車に乗り込ませることな
のです。また、それは、船長であるならば至極
当然に知っている事柄を教えるという配慮をし
ないで、その人に船の舵を握らせることでもあ
るのです。
要するに、人が所有している財産が無価値な
ものとしてなおざりにされるのです。それは、
無価値なものを懇願し、しかもなお全てのもの
を追い求めているからなのです。ある御方の耕
地や邸宅や道具や衣服や家具は大変に立派です
し、馬は大変良く訓練されているし、奉公人は
見事に教え込まれています。ただ、その御方の
子供の性質は荒れ果てて、粗雑で、びっくりす
るほどに驚いて眺めるものともなっています。
-59-
のことですが、富めば富むほどに哲学の指導的
な役割は非常に必要なものとなってくるのです。
船が大きくなればなるほどに、また積荷がた＜
さん運び込まれるほどに、ますます有用で訓練
を受けた船長が非常に必要として望まれること
になるのです。君主として熱意を持って行なう
ことは御子息にできるだけ広大で豊かなる支配
地を遺産として残すことであるのですが、その
同じ人が君主として正当に国政を司ることがで
きる知識を御子息に教える配慮が殆どできてい
ないのです。
より多く譲られるものがあればあるほど、単
に生命を与えられた人よりも、良き生命を与え
られた人となるのです。子供は、単に生命を授
けて貰ったことに対してだけでなく、それより
も以上に、適切に教育された生命を授けて貰っ
たことに対して親に恩義を被っているものなの
です。アレクサンドロス (3ぃの、 「もしも私が
アレクサンドロスでなかったなら、私はディオ
ゲネス (35)でありたかった」 (36)という、よく
引用される言葉があります。プルタルコス (37) 
は、この言をアレクサンドロスを最も適切に批 識であるということから、若者が引き出すこと
判したものとして認めています。アレクサンド ができる有益なことは何でしょうか」というこ
ロスが彼の支配する帝国を拡張すればするほど、 とを聴きに来た粗野で富裕なる者に対して、
彼はディオゲネスに憧れ傾いて行くことになっ
たのです。とにかく、正しく子供を教えないば
かりか、悪質なものへと損なうような親たちの
怠慢は恥ずべきことであるのです。
テバイ (38)のクラテス (39)は人間の性向をこ
のような不調和なものとして認めて、都市の一
番高い場所に登って脅かし、また、その場所か
らできるだけ大きな声を出して愚行の都市とし
てのこの都市を次のような言葉で非難すること
は無礼なことではないと認めました。 「何の愚
「例えば、劇場の石の座席の上に石のように
座っているということはないだろう」と辛辣に
答えました (4I)。他の優美なる哲学者が、間
違っていなければディオゲネスであろうと思う
のですが、昼にランプを携えて人々で混雑して
いる広場の中を歩き回っていました。彼は人々
から何をしているのかを尋ねられました。彼は、
「人間を探している」と答えました (42)。彼の
まわりには群集がいることを知っていたのです
が、彼は家畜の群ではなくて人間を探していた
行があなたを悩ましているのですか、哀れなこ のでした。また、同様に、別の日に、小高い場
とに。それほどまでに財産と所有するものを集 所から呼び寄せようとして「人間よ、現われ
めることに気や精力を使うのに、何故にあなた よ」と大声で叫びました。間もなく、沢山の
の子供たちには充分な注意を払おうとはしない 人々が群をなして集まりましたが、それでも彼
のですか」。子供を産みはするけれども教育を は「人間よ、現われよ」と呼び続けていました。
しない母親は辛うじて半分位の母親であるので 若干の憤りを感じた者は「人間はここにいる
す。子供の身体が必要とするものを放蕩に到る じゃないか。あなたが言いたいことを告げよ」
までに与えるのですが、品位のある規律によっ と不満を述べました。それに対して、彼は「人
て子供の精神を洗練することをしない父親は辛 間が現れることを欲しているのであって、おま
うじて半分位の父親であるのです。おそらくは、 えのことではないし、おまえは人間より以下の
樹木は収穫がなかったり、あるいはその収穫が
粗末なものであるにしても、木として生きてい
けます。馬は役に立たなくても馬として生きて
いけます。私は思うのですが、人間は形づくら
つまらないものではないか」と言って、棒で
人々を追い払いました (43)。哲学とか、人から
の教授や教育から全く切り離されて来た者は、
野獣よりももっと悪い生き物であるのです。家
れないと生きてはいけません。古代の人間が法 畜はただ単に自然の性向に従うだけですが、文
律もなく規律もなく森の中で放浪したり寝たり 学や哲学の指導によって形成されない人間は貪
することを行なっていた生活は、人間よりも野 欲な野獣よりも情欲であるのです。人間よりも
獣に近いものです。人間性をつくるのは理性で 野蛮で有害な生き物はいないのです。人間は野
す。欲情が全ての振舞を支配しているところで 望や欲望や怒りや嫉妬や好色や情欲によって駆
は、理性の位置は適切な場所にはないのです。 り立てられます。それ故に、幼いうちに直ちに
形態が人間性をつくるのでしたら、彫像は人間 最適の規律を注意深く教え込まない親は、その
という種類の中に数えられることになるでしょ 人自身も人間とは言えませんし、またその子息
う。 も人間とは言えません。
優美なるアリスティッピュース uぃは、 「博 人間の魂が獣の身体の内に閉じ込められると
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いう嫌悪すべき不可思議なことがあり得るので
しょうか。キルケー (44)の物語のように、人間
をライオンや熊や豚に変える魔術や、また同様
に、人間の魂をそのような獣の中に入れる魔術
のことを言っているのです。アプレイウス (45) 
は、彼が変身させられたことについて述べてい
ます。聖アウグスティヌスは人間が狼に変身す
るということを信じております。誰が好んでこ
のような怪物の父親と呼ばれることを引き受け
るでしょうか。それにも拘らず、人間の身体の
中に獣の魂を有するという驚くべき怪物がいる
のです。極めて多数の人間が、このような子供
を自分の子供として持つことを喜びますし、ま
た自分たちやそう考える他の人々のことを非常
に賢明であるとも思っているのです。よく言わ
れていることなのですが、雌の熊は醜い一塊の
ものを産み、そしてそれを長い間かけて舌でな
めて形あるものへと形成します。しかし、熊の
恐れるものが阻むことがなければ、親たちはそ
のような子供を殺すことになるでしょう。自分
自身が自分の子供に人間の精神を与えることを
なおざりにしているにも拘らず、自分の子供に
人間の精神を与えることを拒絶していると言っ
て自然を告発しますか。ところが、悪しき精神
よりも無感覚な精神である方が良いのです。確
かに、無教育の人間や悪しき人間よりも豚であ
ることの方が良いのです。自然が人間に子供を
与える時には、単なる、何も持たない塊である
のです。どの点においても従順で随従する素材
を最良の状態に形づくることが、人間の責任な
のです。もしも無為に時を過ごすのでしたら、
その人は野獣を育てることになります。もしも
注意深くあれば、敢えて言うならば、その人は
神のごとき人物を育てることになります。子供
には生まれるとすぐに人間に固有のものを教え
ることができるのです。その故に、ヴェルギリ
子には、何も保持しない精神を持って生まれて ウス (46)の格言に従いますと、 「幼い時期から
来る人間の子供よりも、形づくられたものがあ すぐに、あなたの労力を優先的に使いなさい」
るのです。非常にしっかりと自分の子供を形づ と言うことです。蠍は柔らかいうちにすぐに細
くり形成しなければ、その親は人間の子供では エをしなければなりません。つまり、まだ湿り
なくて奇怪な子供の父親となるでしょう。もし 気のあるうちに陶土を形づくらなければならな
も子供が円錐形の頭であるとか、猫背であると いのです。すなわち、このことは、まだ使われ
か、内反足であるとか、手に指が六本ついてい たことのない最良の壺に液体を注ぎ込むことで
るとかして生まれて来た場合には、どれほどま あるのです。また、未だ全く汚れのついていな
でに親たちは落ち込むことになるでしょうか。 い白い羊毛のうちに、その羊毛を布さらし業者
また、子供が人間でないということや怪物の父 が染めることになるのです。アンティステネス
親と呼ばれることを、どれほどまでにその人は （いは、機知に富んだ言い方で、このことを暗
恥じ入ることになるでしょうか。しかもなお、 に述べております。それは、ある人の子息を教
奇怪な精神であるならば、その人は恥じ入るこ 育することを受け入れて、その親から必要であ
とになるのではないでしょうか。 るものは何かということを問われた時のことで
妻が産んだ子供が愚純であったり錯乱した無 す。 「新しい書物、新しい筆、そして新しい書
感覚の精神であったならば、親たちの心は引き き板」と彼は答えました。無論のことですが、
裂かれるほどの痛みを味わうことになります。 それは哲学を得ようと努力して求めていく未熟
人間の子供を誕生させたのではなく、怪奇なも で空白の精神のことを述ぺているのです (48) o 
のを誕生させたと彼等は思うのです。法という 人間の子供を未熟な塊のままで育て上げること
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はできません。もしも子供を人間の形に形づく
るのでないならば、その人の子供は単なる怪異
な形態に損じてしまうことになるでしょう。こ
のことは、人間が神にまた自然に負うている義
務であるのです。たとえ期待したことが成果と
それは、打倒すぺき敵の上に幸いあれと願うこ
とよりも、もっとひどく嫌なことが降りかかる
ことなのです。ディオニュシオス (5I)は、追放
したディオン (52)の若い息子を彼の宮殿に誘き
寄せて、誘惑して柔弱にさせたのですが、ディ
して戻って来ないにしましても、また、たとえ オニュシオスはこのことが死を与えることより
幼い時期から正しい教授を息子に与える親に慰 もより深い悲嘆を父親に引き起こすであろうこ
めや利益や体面をある程度は見込み得ることが とを知っていたのでした。しばらく後に、ディ
可能であるにしても、義務を負っているのです。 オンの息子が父親のもとに帰って来たのですが、
さらに、誤った教育を受けた子供は親に恥辱 父は息子に以前の誠実さを取り戻そうとして熱
と禍をもたらすことになります。古代の歴史か 心に努力をしたのですが、息子は屋根裏部屋か
ら先例を引いて来る必要もないほどですが、単 ら飛び下りて死んでしまいました。ヘプライの
に眼を転じて貴方様の市民の家族を思い浮かべ 賢人は真実をこう述べています。 「賢き息子は
るだけで、多くの例が至る所において現れて来 父親を喜ばし、愚かなる息子は母親の悲しみと
ることになるでしょう。 「おお、子供がいなけ なる」。実際に、賢い息子は、父親の楽しみと
れば、私は幸福であるだろうに！」とか、 「お なるばかりか、父親の誉れや頼りともなるもの
ぉ、全く子供に恵まれていなければ、私は幸せ です。つまり、父親の生命ともなるのです。そ
であるだろうに」というような声を頻繁に聞く れに対して、愚かで不正直な息子は、悲しみば
ことができるでしょう。正しく子供を教えるこ かりか、恥辱や貧窮や早すぎる老いを親たちに
とは面倒であるということは確かなことですが、 もたらすことにもなります。つまり、そのよう
しかし、誰もただ単に生まれたのでもありませ な子供の生命のはじまりをつくったが故に、親
んし、また無為に生まれたのでもありません。
貴方様は父親であることを欲していますが、そ
れには義務に忠実な父親にならなければなりま
せん。子供を持つということは、貴方様自身の
ためにではなく国のためにであり、またキリス
ト教的に言うとしましたら、貴方様自身のため
にでなく神のためにであるのです。
聖パウロ (49)は、婦人が救済される唯一の道
は、子供を産み、厳格に、熱意を持って敬虔さ
を子供に教えることを通じてであると記してい
たちに死をもたらすことになるのです。従って、
これ以上に言及する必要があるでしょうか。毎
日のように、例となる市民を目の前で見ていま
す。堕落した習慣を持つ子供によって富裕から
極貧へと下落した市民とか、死刑台へと引き立
てられて行った息子や女郎屋に身を売った娘を
持ったが故に耐え難い責苦に心を痛め、誹謗を
受けている市民を私達は目の前に見ています。
非常に大人物の御方々を存じておりますが、
それらの人々の子供たちの中で身体が無傷では
ます (50)。神は子供のつまづきに対して親に責 ない子供が沢山おります。ある者は、フランス
任があると見るでしょう。それ故に、徳義の道 祈癬と呼ばれている嫌悪すべき耀病にかかって
理に基づく教育をすぐに生まれた者に与え損な おり、溶けた屍の死体で歩き回っております。
いますと、まず第一にその人自身を懲罰するこ また、他のある者は、競争で音をたてて飲酒し
とになるでしょう。その人はその人自身の怠慢 ていたりもします。また、別の者は、夜中の間
によって自身にその懲罰を用意しているのです。 に仮面を付けて女郎を買っておりますが、哀れ
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にも彼等のそばには死が横たわっているのです。 うな人々は、生まれたばかりの赤ん坊を殺して
原因は何にあるのでしょうか。親たちは子供を しまう、子殺しと呼ばれるでしょう。また、子
生み、富を注ぐことで十分であると思っている
のですが、教育的な配慮は全く払われることが
ありません。自分の子供を戸外に置き去りにし
たり、野獣がむさぼり食べるために森の中に棄
てて来たりする親たちに対しては、厳しい法が
あります。それでも、生まれた子供を戸外に置
き去りにするということは、自然が品位を形づ
くるために最良の理性を委ねている者に猛獣の
欲情を注ぎ込むことよりも、残酷ではありませ
ん。もしもテッサリア (53)の魔女がいて、その
魔女が邪悪な術を使って、貴方様の子供を豚や
狼に変えてしまうことになれば、そのような冒
潰的で邪悪な行為に十分に相応しいものは極刑
殺しとは、ただ単に身体を無きものとするだけ
ではありません。子供の精神をも無にすること
は、さらに一層、不敬なことだとは言えないで
しょうか。実際、愚純や無知や悪意ということ
以外に、精神的な死というものが他にはどんな
ものがあるのでしょうか。無論のことですが、
疫病を撒き散らす市民を送り出すことを行なう
親は、祖国に対して非常に不当なことをしてい
るのです。神様に対しても義務を怠っているの
です。というのは、親が敬虔さを子供に教える
ということで、親は子供を神様から授かってい
るのです。このことの故に、幼い時期の教育を
なおざりにする親はなんと無分別で恥知らずな
であると貴方様はお思いにならないでしょうか。 ことを行なっていることか、ということが明白
しかし、このような忌避すべきことを、人は自
らが行なうことを熱心に求めているのです。求
めているものは、恐るべき獣の情欲であり、む
さぼり食う貪欲な猛獣の放蕩であり、猛獣の酪
訂であり、猛獣の汚れた怒りであり、戦慄すべ
き獣の野望であるのです。このように、子供を
戸外に置き去りにすると獣になりますし、また
幼少の時からすぐに品位あることを愛したり見
苦しきことを恐れることを習熟しなければ獣に
なるのです。つまり、そのことは、親が最大限
の残酷さであろうと普通には思われるような獣
性を子供に注ぎ込むということだけではなく、
また、より重大なことなのですが、親が恐るべ
き破壊的な猛獣を養育してしまうということで
すし、自分自身に災禍を招くことでもあるので
す。
特に、幼い子供の身体を魔術で害することを
行なう人々は、呪われるべきでありましょう。
に言えるのです。
【注釈】
＜献呈文〉
(1) Erasmus, Desiderius, Declamatio de 
pueris ad virtutem ac literas liberaliter 
instituendis idque protinus a nativitate, 
Joannes Clericus (Ed), 『Desiderii
Erasmi Roterodami Opera Omnia』・
Tomus I, Hildesheim: Georg Olms, 1961. 
487-516. 487.-495 (上15行目まで翻訳）
(2) コンラデュース・ヘレスバティウース
[Conradus Heresbachius : 1496-1576]と
は、ドイツの人文主義の学者であり、教育者で
ある。彼は『Deeducandis erudiendisque 
principum liberis reipublicae gubernan-
dae destinatis』 （国家を支配することを定め
られた君主の子供に学問的なことを教育するこ
つまり、親たちのことに言及しているのですが、 とについて）という教育論文を書いている。こ
怠慢や誤った教育によって子供の精神に魔術を の論文では、彼はエラスムスの考え方に従って
かける親とは一体何者なのでしょうか。そのよ いる。彼は1522年にクリープ (Cleves)公国王
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から六歳児の子供の教師の招きを受けた。
(3) 『事物に優る言葉の豊かさについて』
(『Decopia verborum ac rerum』)。
(4) 二つの論文とは、 『Liberde apologia 
David』と『DeDavid interpellatione』と
であるように思われる。
(5) 聖アウグスティヌス [AureliusAugust-
inus : 354-430]は、キリスト教の教父であり、
正統のキリスト教を確立した人である。 『告
白』、 『神国論』などの著作がある。 1529年に、
エラスムスはフローベン出版社で聖アウグス
ティヌスの著作を全八巻で編集している。
く本文）
(1)クリッシピュース[Chrysippus : 280-
207 B.C.]はストア派の哲学者である。彼は
教育理論や教育実践についても著作を残し、
クインティリアヌスやプルタルコスの教育思
想に大きな影響を及ぼした。エラスムスはク
インティリアヌスやプルタルコスから大きな
影響を受けている。クリッシピュースは、幼
児期の時間を決して放置せずに、最善のやり
方で三歳までの子供の精神の形成を乳母たち
に命じている。
クインティリアーヌス、小林博英訳、世界
教育学選集• 96・『弁論家の教育・ 1』、明
治図書、 1981年。
(2) 「文学に関して基盤となるものは、主と
して記憶力ということにあります」という表
現はクインティリアヌスの『弁論家の教育』
の (I.1. 19) 「文学の基礎となるものは専ら
記憶力ということにあります」からの引用で
ある。
プルタルコス、河野与ー選訳、 『プルター
ク「倫理論集」の話』、岩波書店、 1964年。
この著作の中の『子供の教育』の章の360
ページを参照。
(3) 「教訓的なことを学ぶことに対して既に
適した子供にとって、何の理由をもって文学
を不適切なものだと判断するのでしょうか」
という表現は、クインティリアヌスの『弁論
家の教育』 (1.1.17) 「また、教訓的なこと
に既に適した子供にとって、何の理由をもっ
て文学が適切でないというのでしょうか」か
らの引用である。
(4)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
(I. 1. 18)を参照。
(5)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
(I. 1. 18)を参照。
(6)ヘシオドス [Hesiodos:紀元前700年頃］
の『仕事と日々』の「わずかなものでもそ
れを積み重ね、いくたびもこれを繰り返せば、
やがて大きなものとなろう」からの引用であ
る。
ヘシオドス、松平千秋訳、 『仕事と日』
岩波文庫、 1986年。
プルタルコスの『子供の教育』の361ページ
には、ヘシオドスのこの文章が引用されてい
る。エラスムスはここから引用したのではな
いかと思われる。
(7) 「それらの悪徳」とは、子供の時期に一
般的にはびこる種類の悪徳のことを指してい
る。エラスムスは、悪徳は急激に繁殖しやす
いものであり、放置状態に置かれた子供はそ
の悪徳に急速に染まってしまうとみる。それ
故に、エラスムスは教育によって子供を悪徳
から守らなければならないとみた。
(8) 「身体的壮健さ」。エラスムスは修道院
の教育や修道院の非衛生的な条件について非
難して、身体的な壮健についての重要さを主
張しているのだが、身体を鍛練するような教
育には積極的ではない。
(9) 「適度の勉学の辛苦」。子供は勉学に対
して弱過ぎて、勉学に耐える能力を有してい
ないという主張に対してエラスムスは反対し
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ている。エラスムスは、勉学の負荷が適切で
あれば良き学習が行なわれるし、また精神に
活気をもたらして子供をより積極的にさせる、
という。
(10)子供に与える教師の振舞や態度の影響力
についてエラスムスは指摘している。子供を
怯えさせる教師は子供を萎縮させ、そして子
供の想念を凍りつかせることになる。やさし
く子供の心を引き付けるような態度で子供に
接する教師は、子供を自由に伸び伸びと緊張
のない状態にさせ、子供の想念を自由に働か
せることになるし、記憶する力を増大させも
するし、また学習の辛苦にも耐えて克服して
行くことになる、とエラスムスは考えている。
(11) 「子供は勉学の辛苦よりもむしろ遊戯の
中で学ぶのです」。クインティリアヌスの
『弁論家の教育』の (I.1. 20) 「幼少の時の
学習には遊びがなければならない」からの引
用である。
(12) 「人間」。このような「人間」の概念は
十六世紀の人文主義の考え方の中においてみ
られる。その「人間」の概念では、人間存在
は完全に動物とは異なる存在であり、人間と
動物との間にある差異は理性 (ratio)にあっ
た。その理性を人間の中に成立させていくも
のが文学研究や哲学研究であった。人文主義
者たちは、文学や哲学によって陶冶されてい
ない人間はまさしく未だ「人間」になってい
ない存在として見ていた。つまり、文学研究
と哲学研究という知的・道徳的教育を通して
「人間」が形成されるというものであった。
(13) 「人間の一生は急ぎ去るものだ」。学ぶ
ことを意識的、積極的に子供本人が行なわな
いと、またまわりにいる大人たちによって子
供が教授・教育されないと、知らぬ間に時は
過ぎてしまい、学ぶ時を失ってしまう、とい
うことを意味している。
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(14) 「父親」。エラスムスは、父親というも
のを単に生物的な父親としての役割を果たす
者としてだけはみていない。エラスムスは父
親の果たすべき役割を多方面にわたるもので
あると考えており、子供にしつけや教育をす
る責任を負うことも父親の役割であると考え
ている。
(15)プルタルコス、 『子供の教育』の353
ページから354ページを参照。
(16) 「女性」。文学において男性と肩を並べ
るほどの教養を積んだ女性は除外されている。
(17)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
の (I.1. 15)を参照。
(18) 「無力な子供への虐待」とは、幼い時期
における、子供への教育のことを意味してい
る。当時、そのように考えて子供に教育をす
ることを反対していた人々がいた。
(19) 「それ以上には関心を持つことがないも
の」とは、その人自身の息子のことを意味し
ている。富や財産や土地よりも自分の息子の
方が大事である、ということをエラスムスは
言いたい。
(20)プルタルコス、 『子供の教育』の354
ペー ジを参照。
(21) 「人間が家畜よりも卓越している部分」
とは理性を意味している。エラスムスは、人
間が理性的存在となることの重要性を説き、
子供の教育にとって最も優先すべきであるこ
とは何よりも子供を理性的存在として形成す
ることにあると説いている。
(22) 「御子息を神の似姿に最も近付けるよう
にすることなのです」。 “神は自らの似姿に
人間を造られた”と考える。神が造ったその
当初の純真な人間に、つまり汚れる前の人間
に、近付くことを意味している。その近付き
はまさに神との合ーを目指すものであり、理
性によって人間は神に近付くことができると
する。
(23)ガレヌス [Galenus:130-99B.C.]とは、
古代の有名な医学者である。
(24)母親の顔に何かが生じたら、それは腹の
中の子供の顔にもそれが生ずる、という。だ
から、目立たぬ所に移動させて、子供の顔に
醜悪なものを残さないようにするということ
が治療法とされていた。
(25) 「人間のより低い水準の部分」とは、身
体を意味している。
(26)身体は滅するが、魂は不滅であるという
考え方に基づいている。
(27)理性は人間存在のみに与えられている。
人間は、弱い存在であるが、理性を有してい
る存在である。神より与えられた理性の故に、
人間は教授という人間活動を生み出した。人
間はその教授を通して人間を形成する。つま
り、理性を有するが故に、人間は教授・教育
を通して次代の人間に人間としての様々な機
能を獲得させ、責任を果たすべき人間へと育
成することができるのである。
(28)デモステネス [Demosthenes:384-322 
B.C.]は、アテネの政治家であり、弁論術に
優れていた。
(29)リュクルゴス [Lycurgus: 390-324 B. 
C.Jはアテナイの雄弁家であり、イソクラテ
スの弟子である。
プルタルコス、村川堅太郎編、 『プルタル
コス英雄伝（上）』、ちくま文庫、 1987年。
(30)エラスムスの教育的原点である。人間の
努力、後天的なものを重視し、そこに教育の
根拠があるとみる。なお、エラスムスのこの
リュクルゴスの話は、プルタルコスの『子供
の教育』 (352ページ）を参照したように思わ
れる。
(31) 「重荷を背負う時期」とは、老年期のこ
とを意味している。
(32) 「遅すぎた配慮をすること」とは、子供
が青年になってから教育をするということで
あり、幼少期や少年期の教育を無視するとい
うことを意味している。
(33)プルタルコス、 『子供の教育』の355
ページを参照。
(34)アレクサンドロス [Alexandros:356-
323 B.C.]は、マケドニアの王であるフィ
リッビュースニ世 (PhilippusIT)を父とし、
オリュンビアス (Olympias)を母として生
まれた。アレクサンドロスは子供時代にアリ
ストテレスの教育を受けた。
(35)ディオゲネス [Diogenes: 400-325 B. 
C.Jは、キュニコス学派のギリシアの哲学者
である。ディオゲネスは物質的な欲望を退け
ることを主張した。
ディオゲネス・ラエルティオス、加来彰俊
訳、 『ギリシア哲学者列伝（中）』、岩波文
庫、 1989年。
(36)ディオゲネス・ラエルティオス、 『ギリ
シア哲学者列伝（中）』、第六巻• 第二章
「ディオゲネス」 • 32節、 137ページを参照。
ディオゲネスとアレクサンドロスとの間の
話は、上記の38節(141ペー ジ）、 44節(146
ペー ジ）、 60節(160ペー ジ）、 68節(166ペー
ジ）にある。
(37)プルタルコス[Plutarchos:46?-120?] 
は、ローマ帝政時代のギリシアの倫理学者で
あり、伝記作家である。
(38)テバイ(Thebai)とは、中部ギリシアの
都市で、オイディプス王をめぐって伝説の舞
台ともなった地である。
(39)クラテス[Krates:365-285 B.C.]とは
テバイの人で、シノペのディオゲネスの影響
を受けた、キュニコス学派のギリシア人哲学
者である。エラスムスはこの話をクラテスが
述べたことだとしているが、プルタルコスの
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『子供の教育』ではソクラテスが言ったこと
になっている(354ペー ジ）。
(40)アリスティッピュース[Aristippus: 紀
元前5-4世紀］とは、アフリカのキュレネ
(Cyrene)生まれのギリシアの哲学者であり、
ソクラテスの弟子である。
ディオゲネス・ラエルティオス、加来彰俊
訳『ギリシア哲学者列伝（上）』、岩波文庫、
1984年。第二巻•第八章を参照。
(41) 「例えば、劇場の石の座席の上に石のよ
うに座っているということはないだろう。」
ディオゲネス・ラエルティオス、 『ギリシ
ア哲学者列伝（上）』、第二巻•第八章• 72 
節(176ページ）を参照。
(42)ディオゲネス・ラエルティオス、 『ギリ
シア哲学者（中）』、第六巻•第二章• 41節
(144ページ）を参照
(43)ディオゲネス・ラエルティオス、 『ギリ
シア哲学者（中）』、第六巻、第二章、 32節
(136~137ページ）を参照。
(44)キルケー(Circe)とは、ギリシア神話に
登場する魔女である。古代ギリシアの叙事詩
人ホメロス[Homeros:紀元前8世紀頃］の
『オデュッセイア』 (Odysseus)の物語の中
に登場している。オデュッセウスの部下は、
危険を察したエウリュロコス(Eurylochus)
以外はすべて、キルケーの魔術によって豚に
変えられてしまった。
ホメーロス、呉茂一訳、 『オデュッセイ
アー（上）』、岩波文庫、 1971年、第十章を
参照。
(45)アプレイウス[LuciusApuleius : 125? 
-?]は、古代ローマの文学者である。
彼は、通称“黄金のロバ”として知られて
いる『メタモルフォセス』 (Metamorpho-
ses)を書いている。その著作には、魔法に
よってロバに変身させられてしまった主人公
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ルキウスが体験する話が出ている。
(46)ヴェルギリウス[PubliusVergilius 
Maro: 70-19 B.C.]は、ローマの詩人であ
る。 『アエネイス』 (Aeneis)を書いている。
(47)アンティステネス[Antisthenes455?-
360? B.C.]は、ギリシアの哲学者である。彼
は、最初はゴルギアスの弟子であったが、後
にソクラテスの弟子となった。また、彼は
キュニコス学派の祖であり、シノペのディオ
ゲネスに影響を与えた。
(48)ディオゲネス・ラエルティオス、 『ギリ
シア哲学者列伝（中）』、第六巻•第一章・
3節(111ページ）と訳註の390ページを参照。
(49)聖パウロ[Paulus: ? ~64年頃］は、キ
リストの使徒である。はじめはパリサイ派の
ユダヤ教徒としてキリスト教徒を迫害してい
たのだが、後に回心して、キリスト教徒と
なった。以後、様々の苦難や迫害に耐えなが
ら異邦人伝道に献身した。
(50)テモテヘの第一の手紙、第二章十五を参
照。
(51)デュオニュシオス[Dionysios I : 紀元
前4世紀頃］は、ディオニュシオス I世の長
男であり、シュラクサイの僭主（前367-
357)であった。このディオニュシオス1I世に
働きかけて、その親類のディオンがプラトン
の援助を受けて理想国創設を目論んだが、
ディオニュシオス1I世から二人とも遠ざけら
れることとなった。
(52)ディオン(Dion)は、ディオニュシオス
の親類であり、ディオニュシオスI世の家来
であった。
(53)テッサリア(Thessalia)は、古代ギリシ
アの北東部の一地方である。
女『子供たちに良習と文学とを惜しみなく教え
ることを出生からすぐに行なうということにつ
いての主張』の訳出にあたって
ここ数年間、 “教育とは何か”ということを
更に深く問い続けようとして、私は、 “教育の
誕生＂期以前にまで遡って考察を深めようとし
て来た（＊）。今回も、この動機に基づいて、エ
ラスムスの『子供たちに良習と文学とを惜しみ
なく教えることを出生からすぐに行なうという
ことについての主張』を訳出することにした。
エスラスムのこの教育的な著作は、現在の視点
からすれば、その内容や表現において相当に問
題を含んでいる。しかしながら、十六世紀には
教育なるものがどのように考えられていたかを
知るための歴史的な資料のひとつとして『子供
たちに良習と文学とを惜しみなく教えることを
出生からすぐに行なうということについての主
張』を訳出するという動機から考えれば、エラ
Opera• Tomus I』の、ヒルデスハイムの
ゲオルク・オルムス(GeorgOlms)書店からの
復刻版 (1961年）の487-516からである。今回
発表した「エラスムス著『子供たちに良習と文
学とを惜しみなく教えることを出生からすぐに
行なうということについての主張』 （翻訳・
I)」の翻訳においては、冒頭部分の487-495
（上15行目まで）である。
（＊）・エラスムス著、中城進（訳）、 『子
供の礼儀作法についての覚書』 （翻訳•第一章
～第三章）、乳幼児発達研究所・研究紀要 ・No.
6.、乳幼児発達研究所、 1989年5月15日。 40-
54。
・エスラムス著、中城 進（訳）、 『子供の礼
儀作法についての覚書』 （翻訳•第四章～第七
章）、乳幼児発達研究所・研究紀要No.7. ・乳幼
スムスによって書かれたラテン語の文章を忠実 児発達研究所、 1990年5月20日。 67-82。
に訳出する方が良いように思われた。それ故に、 ・中城 進、 「エラスムスの『子供の礼儀作法
当訳文では原典を忠実に訳出した。出典は、ヨ についての覚書』についての考察」、乳幼児発
アンネス・クレリクス(JoannesClericus)の 達研究所・研究紀要 ・No.7.、乳幼児発達研究所、
編集による『DesideriiErasim Roterodami 1990年5月20日。 83-94。
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